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第１章 計画の策定にあたって

１ 趣旨・背景

鳥取県は、平成２４年３月に第２次鳥取県環境基本計画（以下、「基本計画」とい

う。）を策定しました。

基本計画では、中長期的な視野に立って、平成３２（２０２０）年度を目標年度に、

次の基本的方向と６つの目標を設定しています。

【基本的方向】

ＮＰＯや地域・企業などと連携・協働して、全国をリードする環境実践

「とっとり環境イニシアティブ」に取り組む

【目標】

Ⅰ エネルギーシフトの率先的な取組み

Ⅱ ＮＰＯや地域・企業などと連携・協働した環境実践の展開

Ⅲ 環境負荷低減の取組みが経済活動として成立する社会経済システムの実現

Ⅳ 安全で安心してくらせる生活環境の実現

Ⅴ 自然がもたらす恩恵を持続的に享受できる健全な自然生態系の確保

Ⅵ 美しい景観の保全ととっとりらしさを活かした街なみづくりの推進

とっとり環境イニシアティブプラン（以下、「実行計画」という。）では、基本計

画において具体的に推進する施策について、当面、重点的に取り組むべき項目を抽出

し、４年後の目標と目標を達成するための施策を掲げます。

なお、この実行計画は、地球温暖化対策の推進に関する法律第２０条の３第３項に

規定されている地方公共団体実行計画（区域施策編）及び鳥取県地球温暖化対策条例

第５条に規定されている対策計画として位置付け、温室効果ガスの総排出量及び吸収

量の目標値も盛り込みます。

・平成２６年度までの温室効果ガスの総排出目標量：４,３２９千ｔ

・平成２６年度までの森林による温室効果ガスの吸収目標量：６１０千ｔ

※ 森林吸収量を勘案したＣＯ２排出量３,７１９千ｔ（４,３２９千ｔ－６１０千ｔ）

は、平成２年度（１９９０年度）におけるＣＯ２排出量の約８５％

２ 計画の目標年度

実行計画の期間は、環境を巡る状況や社会経済情勢の変化が早い中で計画の実効性

を確保するために、平成２３年度から平成２６年度までの４年間とします。

３ 進行管理

実行計画の目標と施策は、県の工程表と連動させ、ＰＤＣＡサイクル（企画立案

→ 実施 → 評価 → 改善）により進行管理を行います。

その取組み状況は、県のホームページ（とりネット）にて公表し、広く県民の声を

計画の推進に反映させます。


